
R5 R7

実績値（R４）

（1月末時点）
移住定住総合支援 189件 258件 200件 200件 ③

移住・定住の相談は依然として多く、移住を希望する方にとっては必要な事業で

あるため、引き続き継続する。
1ページ

空き家・空き地バンク登録物件成立件数 5件 ６件 3件 3件 ③
空き家の利活用を促進するために必要な制度である。

リノベーション支援とも併せ、今後も継続する。
２ページ

①空地バンク登録物件成立件数 ① ６件 サテライトオフィスの誘致 0社 ― 1社 1社 ③
今年度行った１階ロビーのワーケーション実証実験の結果を検証することで、本

町におけるテレワークの実現性について精査すること。
３ページ

３件 目的別リノベーション支援 0社 ― 4社 4社 ― 評価なし（期間内には制度化し運用を目指すこと） ４ページ

（２）歴史文化遺産の継承

と活用を図る
①有形文化財等の保存と活用を推進する 庭園公開イベント開催数 0回 3回 1回 1回 ②

今年度は開催数を増やした結果想定よりも多くの方に参加してもらえた。

しかし、名勝など文化財に興味を持っている人が少ないため、今後、より効果的

な周知方法を検討する必要がある。

５ページ

②観光施設利用者数 ② 62,459人 ①民間観光プレーヤーを育成・確保する 観光ガイド、体験プログラム件数 10件 17件 18件 24件 ③ 引き続き、臨機応変な対応を心掛けながら支援体制の充実を図ること。 ６ページ

100,000人 ②観光プロモーション活動を推進する
自然共生型アウトドアパーク年間利用者

数
― ― 7,000人 10,000人 ―

評価なし（アウトドアパーク・歓遊舎の指定管理者と協力しながら目標値の

達成を目指すこと）
７ページ

③観光施設等を効果的に利活用する 旧鉄道駅の年間利用者数 ― ― 35,000人 45,000人 ―
評価なし（アウトドアパークなど、他の施設と協力しながら目標の達成を目指す

こと）
８ページ

R5 R7

実績値（R４）

（1月末時点）
①担い手を育成・確保する 認定農業者数 22人 23人 25人 27人 ③

担い手不足や高齢化などにより事業規模が縮小しているため、認定農業者の要件

から外れてしまう人がいる。また、農業従事者の高齢化が進み後継者不足となっ

ている。

しかし農業は、本町の主要産業であるので担い手を確保や育成を行うことは重要

であるため、今後も継続する。

９、10

ページ

高収益型園芸用施設等の導入 0件 ― 1件 2件 ③
特になし。

（高収益型園芸用施設は効果であり、自己負担額が大きいため希望者が少ない）
11ページ

①新規就農者数 地域材利用推進（バイオマス） 19,000ｔ 68,544 60,000t 60,000t ①
学校建設に留まらず、コストバランスを考慮したうえで、公共施設の改修等が必

要な場合、かつ木質化が可能な場合は積極的に木質化すること。
12ページ

4人（事業累計） ① １人 農地整備事業実施数 ０地区 ― 1地区 2地区 ③ 引き続き、地域内での事業参加同意を取得を目指すこと 13ページ

地域材素材生産量 12,000㎥ 29,613 30,000㎥ 30,000㎥ ③ 地元材については安定した生産ができているので、今後も継続する。 14、15ページ

②就林個別相談件数

（単年度）
（２）商工業の振興を図る ①雇用の場を創出する 事業所数 316事業所 335事業所 318事業所 319事業所 ③

事業所が継続することが大事ではあるが、目標値を達成したため目標値の変更を

行う。
16ページ

30人 ② ―人 ①特産物の販路を拡大する

②特産物のブランド化を推進する

R5 R7

①妊産婦や乳幼児の健康づくりを推進する

②感染症を予防する

①相談体制の充実を図る

①子育て支援センター利用者数 ① 1,038人 ②仕事の子育ての両立を支援する

1,440人 ③子育て家庭を経済的に支援する

④児童の育成を支援する 児童館体験活動開催数 25回 24回 28回 30回 ③
体験を通して自信や積極性を持たせること子供の成⾧には必要な事であり、町民

から好評をいただいているので今後も継続する。
20ページ

②保育所待機児童数 ② ０人 ①幼児教育の充実を図る

0人 ②教育環境の充実を図る

③豊かな心と健やかな体を育む教育を推進す

る

④多様な教育的ニーズに対応する

R5 R7

①災害時の円滑な避難に備える

②自主防災力の向上を図る

①災害時被災者数 ① 0人 （２）公共インフラの整備 ①地域の公共交通を維持する
公共交通カバー人数

（町バス及びデマンド型乗合交通利用者）
12,491人 7,566人(１月) 12,000人 12,000人 ③ 交通手段が脆弱な本町においては必要な事業であるため、引き続き継続とする。

23、24

ページ

０人
（３）地域共生社会の実現

を図る
①社会参加と生きがいづくりを支援する 地域生活拠点の整備 0箇所 1箇所 1箇所 1箇所 ③ 法に基づく事務事業であるため継続する。 25ページ

シニアパワーアップ塾参加者数 76人 53人 80人 85人 ③
高齢化率が高い本町にとっては、シニア世代にも積極的に様々なことに挑戦して

もらい、町を活性化させてほしいという狙いから,今後も継続する。
26ページ

②そえだ公民館利用者 ② 18,580人 公民館講座受講者数 82人 107人 100人 100人 ③ 今後も事業を継続し、生涯学習推進を行う。 27ページ

25,000人 ①協働のまちづくりを推進する みんなでまちづくり事業数 0事業 ― 3事業 5事業 ①

第6次総合計画の基本構想であり、町にとって最も重要な事業のひとつである。

今年度はまちづくり団体の組織作りを主に行っているが、今後も住民と協力して

まちづくりに資する活動を継続すること。

28ページ

②地域の実情に合わせたコミュニティ活動を

支援する
地域運営組織（小さな拠点）形成数 0組織 ― 1組織 3組織 ③

地域運営組織の立ち上げは相当の時間がかかるものであり、引き続き根気よく地

域住民との対話を重視しながら継続すること。
29ページ

① 事業が効果的であったことから取組の追加等更に発展させる

② 事業内容の見直し（改善）を行う（または、行った）

③ 今年度と同様に事業を継続する

④ 継続的な事業実施を予定していたが中止した

⑤ 当初予定通り事業を終了した

― 評価無し

基本目標

４ 数値目標（KGI） 委員評価

保健福祉環境課

（４）社会教育・生涯学習

の推進を図る

①自ら求め、学び合う生涯学習活動を推進す

る
社会教育課

（５）協働のまちづくりの

推進を図る

総合企画財政課

まちづくり課

10団体 ③

災害が多発する添田町では、自助令和5年度時点で8地区設置の目標を達成でき

るよう、地区説明会の開催を行い、普及啓発を図りながら、組織設立の支援を

行っていくこと

22ページ 防災情報管財課

まちづくり課
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実績値（R４）

（1月末時点）

KGI達成のため、

来年度も各種事業

を推進すること。

また、KGIと各事

業の関連を再確認

すること

基本目標１の評価に同じ

（１）防災・危機管理対策

の充実を図る
自主防災組織数 ４団体 6団体 8団体

事務局評価 検証シート 担当課
指標 現状値（R1） 実績値（R4）

目標値

1.5% ③
今後もSSWの活用や連携、また、各関係機関とも連携し、子ども本人と子ども

を取り巻く環境の両側からの相談に応じ、各環境の改善を図ること。
21ページ 学校教育課

具体的な取り組み

事務局

施策評価
施策 主要施策

成果指標

委員評価

100.0% ③
法に基づく事務事業であるため継続する。

今後も100％を目指して取り組むこと。
18ページ

保健福祉環境課

（２）子育て支援の充実を

図る

リユース利用者数 106人 126人 100人 100人 ③ 利用者のニーズは高く、今後も引き続き継続する。 19ページ

社会教育課
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実績値（R４）

（1月末時点）

KGI達成のため、

来年度も各種事業

を推進すること。

また、KGIと各事

業の関連を再確認

すること

基本目標１の評価に同じ

（１）健康づくりの推進と

地域医療の充実を図る
乳幼児健診受診率 90.1% 89.6% 95.0%

（３）学校教育の充実を

図る
不登校の割合 4.0% 1.6% 1.6%
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KGI達成のため、

来年度も各種事業

を推進すること。

また、KGIと各事

業の関連を再確認

すること

基本目標１の評価に同じ

（１）農林業の振興を図る

事務局評価 検証シート 担当課
指標 現状値（R1） 実績値（R4）

目標値

具体的な取り組み

事務局

施策評価
施策 主要施策

成果指標
基本目標

３ 数値目標（KGI）

地域産業推進課

②付加価値の高い作物づくりを推進する

③生産基盤の整備と強化を推進する

（３）特産物の開発・ブラ

ンド化の推進を図る
新規農産加工品数 ０品

担当課
指標 現状値（R1） 実績値（R4）

目標値

２品 2品 2品 ③
第１期総合戦略より実施している事業である。

第２期は支援に重点を置き、ブランド化を推進すること。
17ページ

基本目標

２ 数値目標（KGI） 委員評価

具体的な取り組み

事務局

施策評価
施策 主要施策

成果指標

事務局評価 検証シート
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KGI達成のため、

来年度も各種事業

を推進すること。

また、KGIと各事

業の関連を再確認

すること

 第１期総合戦略より継続してい

る事業については、概ね目標値を

上回っている。

 第２期開始の事業についても令

和４年度は実証実験や準備などを

実施しており、令和５年度以降に

向けた取組へと加速させる。

 KGIについては、現時点で達成

可能と判断している。

（１）定住・移住対策の充

実を図る
①移住・定住を推進する

まちづくり課

（３）観光の振興を図る

検証シート 担当課
指標 現状値（R1） 実績値（R4）

目標値

令和４年度 添田町第２期まち・ひと・しごと総合戦略 事業検証評価一覧

基本目標

1 数値目標（KGI） 委員評価

具体的な取り組み

事務局

施策評価
施策 主要施策

成果指標   ※値は基本的には単年度を示す

事務局評価


